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金子光司先生おぼえがま 

岸 田久吉 

秘のこの世に生を受ける前10年余珍しい1種のトタテグモがわが日本から 
記載された.しかしながらその再発見はここに小肖をかかげた金子先生が長 
野県で遂げられたのでカネコトタテグモの巧名がついた次第である. 

金子先生によって発見されたクモは10種をこえる.近畿の東にいるニシナグ 
モというササクモ科の逸品もその 一つで ある-ニシナゲネロサと言う.ほほえ 
ましい学名の持ち主として知られている.イナジエビクモもカニクモ科にこつ 
ている同好の注意をひいている逸品である. 

こんなことで日本クモ学の発達あにむを労する諸兄姉の間で金子先生とはど 
ういうお方かとささやかれている.ァクタの記念号のためにふさわしいと思い 
ここに施実なところ去おぼえがきとして書かせていただく. 

金子先生は①巧治19 (1886) 年7月6日長野県歌祐市中洲2760に生れられ⑨巧 
治43 C 1910) 3月31曰東京高等師範学校本科博物学部を卒業された感同年4月2 
曰長野県師範学校教諭兼訓導を拝命@大1£13年1月30日長野県松本高等女学校 
に較動感昭和4年12月18日長野県松本中学校に較勒 ® 昭和6年11月2日茨城 

県師範学校に転山⑦昭巧12年4月1日東京都明星 
中学校（私立）に転山感昭和20 (1946) 年8巧10日 
ご郷里にお帰りになられ，今日悠々自適していら 
っしゃる. 

左掲の小肖はお宅の庭で他の1人の方と共にお 
とりになったもの長野時化のものです. 

日本クモ学育ての3大家として中村正雄前原勘 
治郞両先生と共に景仰される方である. 

〔追記]金子先生のご令弟は東大の化学御出身で理博 
であり惜しいことに早世せられました.先生のご長男 
は農ち化学の秀才であり，宅の死んだ長男は同巧でし 

た. 




